
廃棄物処理の見直しで目指す
環境と経済の好循環
ステークホルダーと共に行う廃棄物処理の再定義

温室効果ガスの削減と資源循環を促す
エコシステムの実現

StateEcoの4つの特徴とステークホルダー

製造メーカー

Co2の排出量と
処理内容が
見える化されて
助かる

排出事業者

地球にやさしく
簡単で安心安全な
産廃手配ができる

中間処理事業者 収集運搬事業者

手間なく
キャパシティに
合わせて効率的な
処理ができる

収集運搬主導で
効率良い集荷計画が
立てられ助かる

①産廃物の
可視化

④資源循環の
促進

②最適な収集運搬/
中間処理との
マッチング

③環境負荷可視化
（CO2/リサイクル率）


